
60〜75歳の方へ ｜ ご自宅でできる睡眠研究

加齢とともに変わる“眠り”を、ご自宅で科学する

研究参加者募集

年齢を重ねると、睡眠は日によって変わりやすくなります。光や室温、日中の活動や
食事など、何が眠りに影響するのかを、ご自宅での測定から科学的に調べる研究です。
どうか皆さまのご協力をお願いいたします。

ご参加いただける方

✓ 60〜75歳の方
✓ ご自身で測定機器の装着・管理ができる方
✓ 研究内容にご同意いただける方

※ 睡眠薬を服用中の方、精神疾患・認知症のある方、夜間勤務
の方などは、ご参加いただけない場合があります。詳しくはお問
い合わせ時に確認します。

ご自宅でしていただくこと（約１週間）

✓ 簡易脳波計
就寝時に、額と耳に使い捨て電極
を貼って眠りを測定します

✓ 活動量計
腕時計型。日中も着けて、活動量
や浴びた光を測定します

✓ 環境センサー
寝室に置いて、室温・湿度・明る
さ・音を記録します

✓ 毎日の記録
起床時・就寝前のアンケートと、
食事の写真

ご自宅での測定は ７晩（約１週間） で終了し、機器一式はご返送いただきます。

まずはお気軽にご連絡ください
国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所 睡眠・覚醒障害研究部

042-346-2014（内線 6268） 担当：内海 智博
t-utsumi@ncnp.go.jp 件名：睡眠研究 希望

・体を傷つける検査ではありません（非侵襲）。ご参加は自由意思で、いつでもおやめになれます。
・個人情報は厳重に管理し、個人が特定される形での公表はありません。
・本研究は当センター倫理委員会の承認を受けて実施しています。
・謝礼は15,000円で研究完遂時にお支払いします。交通費は謝礼に含まれます。

研究課題名：地域在住高齢者の日常生活における客観的睡眠時間の
日差変動と環境因子・行動因子・生活習慣因子との関連
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